
神田小の誇りは「明るい笑顔」と「元気なあいさつ」：すべては神田の子の「希望をはぐくむために」 
 

 

 

 

 

 

桜 守 

校長  中村 誠  

 

この度、米玉利前校長の後を受けまして第１６代の校長として着任しました中村誠と申します。子ども

たち一人ひとりの幸福の実現のため、全力で取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、新しい学期が始まり校内の桜の蕾が少しずつ咲き始めるなか、私は、始業式・入学式の頃には満

開になっていることを祈りつつ、「桜守」という仕事を思い起こしました。 

「桜守」とは、文字通り「桜を守り育てる人」のことを言います。日本人にとって特別ともいえる桜の花

を、その特性を知ったうえで、手をかけより華やかな花を咲かせようと園や街道の桜を管理するために、

桜守という仕事が生まれました。私たちの感覚では、花が散れば「今年の桜も終わり」と思いますが、桜

守の仕事からすると「花が咲くのは、桜の一年間の最後の仕事であり、花が咲いた後、芽が出てから一年

間の営みが始まる」と考えるようです。花が咲いた後に、葉の出る時期や茂り方、枝の伸び方、紅葉した

葉の赤みや落葉の時期など、一年を通じて「桜を守る」という地道な仕事を積み重ね、必要に応じて手を

かけていくことで見事な花を咲かせていくのです。 

私は、この「桜守」の仕事は教育や子育てに通じていると考えています。私たち教育者は、子どもたち

一人ひとりが、自律した大人となって社会に躍り出で、見事な花を咲かせながら幸福をつかむために、子

どもたちの「桜守」として地道に仕事を積み重ね、必要に応じて手をかけていくことが大切なのではない

でしょうか。そして、保護者・地域の皆様も、どこまでも子ども

の成長を信じ、地道に見守りながら、時には手をかけ立派な大人

へ成長させていく「桜守」だと思っております。 

本年度におきましても、学校・保護者・地域が一体となって、

子どもたちの「桜守」として、「子どもたち一人ひとりの幸せと

は何か」を皆様と一緒に悩み、考えて行動できる一年としていき

たいと思っております。 

 保護者・地域の皆様におかれましては、これからも多大なる御

支援と御理解・御協力の程をお願い申し上げます。 

 

 

      

学校教育目標      人間性豊かで２１世紀をたくましく生きる神田の子 

               かしこく たくましく あたたかく 

★目指す児童像★         

（知）自ら判断し実践する子  → よく見て よく聴いて よく考えて 行動する子 

（徳）思いやりのある子    → 相手を理解し、違いを認め合い、互いに尊重する子 

（体）心身ともにたくましい子 → 様々なことに挑戦し、あきらめずにがんばる子 

★目指す学校像★  

 ・子どもも教師も 生き生きと学ぶ、活力のある学校  ・保護者や地域と連携し、信頼される学校 

・明るい笑顔と元気なあいさつがあふれる学校     ・安全、安心できれいな学校 

 

  学校だより 
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